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論文題目 
Anti-VEGF antibody therapy induces tumor hypoxia and stanniocalcin 2 expression and potentiates 











脱水素酵素 ALDH1、低酸素の指標である低酸素誘導因子 (HIF-1α) の発現を免疫組織化学
で評価した。さらに遺伝子発現変化をマイクロアレイ法で解析した。遺伝子解析で上位の





申請者の得た結果は以下のものである。1. 治療群のある時点で MVD は減少、核分裂像
の低下、アポトーシスの低下、ALDH1陽性率の低下がみられた。2. SW480、HCT116で STC2
遺伝子の低酸素誘導を認めた。HIF-1α ノックダウンでは STC2 の低酸素誘導は抑制されな
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